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平城宮第 298次調査現地説明会資料 馬寮東方官術の調査

1999年2月20日（土） 奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部

1 はじめに

平城宮の第一次大極殿の西には、周囲を築地塀で圃われた大規模な区画があり、馬寮

東方官術と呼んでいます。平城宮跡発掘調査部では、この馬寮東方官而について縦続的

な発掘調査を行なってきました。最初の第 37次調脊では、南辺の掘立柱塀と礎石建ち

の東脇殿南半部を見つけました。第 53・ 63次調査では西辺と北辺の築地塀を確認し、

ここは築地で囲われていることが明らかになりました。次いで第 194次調査では東脇

殿全体を調壺し、桁行が211!i]で柱間寸法が約 4.2rn(14尺）、全長が90mにもおよぶ、

東西庇付きの長大な南北棟礎石建物であることが判明しました。第 191-13次調壺で

は西脇殿の一部を検出し、第 239次調壺では官術の中央部に正殿と思われる東西棟の

礎石建物を見つけました。正殴は南の庇を確認しましたが、北にも庇が付くものと考え

られます。第 244次調査では、正殿の北に後殿と考えられる、南北に庇を持つ東西棟

礎石建物の一部を検出しています。これら 4棟の礎石建物は、すべて柱筋に「布掘り」

という基礎地業をして地盤を固めた後に礎石を据えて建物を建てるエ法と、柱lill寸法が

すべて桁行方向は 14尺、梁間方向は 10尺である点で共通しており、建物配骰とも合

わせて、ここが特殊な性格を持つ一圃であると-lit定できます。

今回の調査地は、四脇殴東半の南半部がかかる地域にあたります。西脇殿は第 191

-13次調壺でその一部を検出しているとはいえ、第 37次調壺区では確認していません。

今回の調査はこの西脇殿の規模を誰定するとともに、正殴の叶［西規棋を確定することと、

周辺の状況を明らかにすることを目的として行ないました。調壺は 1999年1月7日か

ら1}｝］始し、現在維続中です。

2 検出した遺構

西脇殿 調査区西半で、南北方向の布掘りを 3条検出しました。東の 2条は幅約 2.5m 

で、中i|iI|l線間の距離は約 3m(lO尺）です。布掘りの内側には、拳大のバラスが一而に敷

き詰めてあります。その西側には約 6111(20尺）の1/ijI柄を悩いて、残りは良くないのです

が、やはり布掘りとバラスがあります。この成呆と第 191-13次調究の知見を合わせ

ると、西脇殿は東脇殿と同じく、東囲に庇を持つ、柱1/ij寸法が桁行方向が 14尺、梁間

方向は 10尺の礎石建物であることが判明しました。ただし、今回の調壺区は全体的に

後の時代にかなり削られていて、布掘りの底に敷き詰めたパラスがかろうじて残ってい

る状況で、礎石の位置を示す根石は失われています。建物の規松を拙定するため、南接

する第 37次調査区を再発掘したところ、ここでも 2条のバラス列と布掘りを確認し、

南妻は東脇殿の南妻にJiiijうことが判明しました。北はまだ調府していないので不明です'

が、 i!_lj脇殿は東脇殷と正殿をはさんで対称の配ii:]にあることから、東脇殿と同じく桁行

21 |ilの長大な南北棟建物と息われます。なお、西側の布掘りのiIliには大きな石が水路

に転がった状況であり、これは建物の礎石でしょう。建物の時期は、出土した瓦と土器

などから、奈良時代前半に建てられ、その後ずっと存続していたと衿えられます。

正殿 調壺区東北隅で、南北方l｛りの布掘りを検出しました。これは正殿のI！恥防の布掘

りの西附角にあたり、正殿は東西5Ill]の規模であることが確定しました。西には、雨落

ち溝があります。

建物 1 ]［殿の西にある南北棟掘立柱建物で、西に庇が付きます。今回はその南端部

を検出しました。南淡が正殿の南側柱列に揃い、正殿から 20尺の距離にあることから、

密接な関係があると息われます。柱がそのまま残っている柱穴が2個あります。

建物 2・3 調査区中央やや附にある南北棟掘立柱建物。ともに桁行は 41Hlで、・必柱は

ありません。方位は北でやや西にふれており、仮設的な建物を建て替えたものでしょう。

旗竿 調査区の東南部には、建物にまとまらない柱穴がいくつかあります。ここは官

術の広場にあたることから、壬生l"J北方で検出した様な儀式の際に立てた旗竿の柱穴で

ある可能性があります。

3 調査の成果とまとめ

今回の調壺により、これまで不1月であった馬寮東方官術の西脇殿が確かに在在し、し

かも東脇殿と同規校の、東西に庇が付く桁行が21|：ijという長大な南北棟礎石建物であ

る可能性が非幣に高くなりました。区画全休の大きさは、南北が約 120m(400尺）で、

東の築地がまだ見つかっていないので東西規換は不確定ですが、配似関係から考えると、

113 m(380 尺）くらいになるでしょう。 4 棟の礎石建物の配骰は、 I:|•l 央に桁行 5 間でTij

北に庇が付く正殿があり、その東西に桁行 21Ill]で東西庇付きの脇殿が対称に並びます。

正殿の北には、南北庇付きの東西棟で、桁行が9It¥]もしくは 111じ］の後殿があり、後殿

の北庇の柱列と東西脇殿の北妻は揃うという、非常に計画的な配i性をとります。

これまでの平城宮の調査で、建物配骰がある程度明らかになった官而の配骰図を、図

3にあげておきました。これらは、兵部省、式部省、碑柏晶境官栃（太政宜？）の左右

対称かそれに近い配戦のパターンと、宮内省、 l蒻寮、大II，廂識、内膳司、辿洒司などの左

右非対称配置のパターンに分けることができます。非対称配個の官術は、実務的な性格

が強く、 El常的な仕事をするのに適した配悩でしょう。それに対して、対称配骰のもの

は、大極殴と朝立院がその配ii位をとることや、兵部省を柑仁天皇が一時御在所にしたこ

となどを考えると、公的な行事を行なったりする、ある程炭儀礼的な空間であったとj(i:

定されます。その中で馬寮東方官伽は規松が格段に大きく、内裏、大極殿、朝9位院を除

けば、平城宮内の左右対称配置パターンの施設では最大のものです。

それでは、この一圃の具休的な名称は何でしょうか。残念ながら、これまでの調脊で

はそれをうかがわせる文字脊判は出土していません。しかし、その立地と建物配骰を考

えると、 『続日本紀』天平 10年7月条や『万業躯j巻8に出てくる、西池（佐紀池）

の近くにあり、咲会を行なった「西池宮」が有力な候補となります。馬寮東方官術は佐

紀池に近いということと、左右対称に建物を配する大規佼な施設であることから西池宮

の可能性が以状では強いのですが、その決定は今後の検討諜姐です。いずれにしても、

今1且1の調査で馬寮東方宜1/iiの構造と姓物配i性が1リJらかになったことは、平城‘：団の＇［灌 Iや

宮殿など、さまざまな区画の'I'|：格、椴能を研究する上で、煎災な成果であると汀えます。
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